
    年  月   日   週目 復活主日  伝道弟子 通  神 回復            
礼拝 時間 聖霊 満   与             御言葉   悟        礼拝 通  神様       与  下   王 祭司 預言者 務      

         王 時代 活動  人物        書     重要 内容     未来     裁  警告  全  滅          残  者      

 残  者 通  神 国 回復        重要 内容    

1主の裁き 2.伝道弟子 3．神の国を回復
▲神様は裁きを下す。長い間警告を

した上で裁きを下すようになる。

1)ゼパ 1:6(また、主に従うことをや
め、主を尋ね求めず、主を求めな

い者どもを断ち滅ぼす。)
(1)神の子供が真逆な偶像崇拝など
を事をする時に裁きを下す。

－神様が私たちを救い出した目的

は、悪魔と戦う為である。

(2)主に従うことをやめてしまった
人を断ち滅ぼすと言われる。

(3)神様の力で出来たことを自分で
したと傲慢になっている。

2)イスラエル、教会
(1)イスラエル、教会の神様の子供
たちが、伝道しないと問題がくる。

3)未信者
(1)未信者はますます問題がくる。
(2)神様の裁きとして、武漢のコロ
ナウィルスの問題などが続けて起

こっている。

－武漢市は、神様に反逆をする国

であった。

(4)救われないまま死んだら永遠の
滅びの道へ行くしかない。

▲主の裁きを通して人間は必ず救いを受けなければならないということが分かる。神様は

残りの者を準備して下さっている。

1)ゼパ 3:9-10(そのとき、わたしは、国々の民のくちびるを変えてきよくする。彼らはみな
主の御名によって祈り、一つになって主に仕える。クシュの川の向こうから、わたしに

願い事をする者、わたしに散らされた者たちが贈り物を持って来る。)
(1)神様は、主の御名により一つになり、祈り、礼拝し仕える者たちを残しておかれる。
(2)残りの者が礼拝者であり、伝道者である。
－神様はそのような者を守られる。

(3)ゼパ 3:12-13(わたしは、あなたのうちに、へりくだった、寄るべのない民を残す。彼
らはただ主の御名に身を避ける。イスラエルの残りの者は不正を行なわず、偽りを言わ

ない。彼らの口の中には欺きの舌はない。まことに彼らは草を食べて伏す。彼らを脅か

す者はない。)
・神様だけに仕え、伝道する伝道弟子を主は残しておかれた。

・残りの者が私たちである。

2)ルカ 24:46-48(こう言われた。「次のように書いてあります。キリストは苦しみを受け、
三日目に死人の中からよみがえり、その名によって、罪の赦しを得させる悔い改めが、

エルサレムから始まってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる。あなたがたは、これらの

ことの証人です)
①キリストの十字架と復活―残りの者はキリストを信じて証人となる者である。

→キリストが根本問題を解決をしてその証拠として復活をされた。

②救い―キリストを信じれば恵みによって救われる(ローマ 10:9－10)
③証人―神様の召命を受け、キリストの救いを伝える証人となるように。

➃聖霊―聖霊充満を通して証人となれる。

⑤世界まで生かす―使徒 1:8(しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなたが
たは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、および地の果てに

まで、わたしの証人となります)
＊証人となった人が残りの者である。証人、伝道弟子となることを主は望んでおられる。

＊証人がいないから多くの人はまだキリストを知らずにいる。

○ゼパ 3:15－16(主はあなたへの宣告を取り除き、あなたの敵を追い払われた。イスラ
エルの王、主は、あなたのただ中におられる。あなたはもう、わざわいを恐れない。そ

の日、エルサレムはこう言われる。シオンよ。恐れるな。気力を失うな。)
・証人となる者は、神様が守るので災いを恐れる必要はない。

○マルコ 16:17-18(信じる人々には次のようなしるしが伴います。すなわち、わたしの
名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇をもつかみ、たとい毒を飲んでも

決して害を受けず、また、病人に手を置けば病人はいやされます。)
・証人の人は、毒を飲んでも害を受けることができない。恐れる必要はない。

・悪霊を追い出し、病をいやす権威を証人に与えられる。

▲復活の証人を通して、神の国が回復される

ようになる。

1)ゼパ 3:14－15(シオンの娘よ。喜び歌え。
イスラエルよ。喜び叫べ。エルサレムの娘

よ。心の底から、喜び勝ち誇れ。主はあな

たへの宣告を取り除き、あなたの敵を追い

払われた。イスラエルの王、主は、あなた

のただ中におられる。あなたはもう、わざ

わいを恐れない。)
(1)神の国は伝道，宣教を通して回復される
－神の国はエデンの園のような国である。

(2)神様の国は喜び踊るところである。
(3)キリストが完了をされたことを信じる
と喜び踊るようになる。

(4)伝道をすると喜び踊るようになる。
2)ゼパ 3:17(あなたの神、主は、あなたのただ
中におられる。救いの勇士だ。主は喜びを

もってあなたのことを楽しみ、その愛によ

って安らぎを与える。主は高らかに歌って

あなたのことを喜ばれる。)
(1)聖徒・伝道者によって神様は喜び踊る。
(2)私たちは生きる中で神の国を味わう。
(3)神様は、私たちが礼拝者・伝道者として
歩むことを喜んでおられる。

(4)キリストが解決者であることを伝達を
する決心をするように。

3)ゼパ 3:19-20(見よ。その時、わたしはあな
たを苦しめたすべての者を罰し、足なえを

救い、散らされた者を集める。わたしは彼

らの恥を栄誉に変え、全地でその名をあげ

させよう。／わたしがあなたがたの目の前

で、あなたがたの捕われ人を帰すとき、地

のすべての民の間であなたがたに、名誉と

栄誉を与えよう、と主は仰せられる。)
・伝道者を通してすべてを回復される。

▲結論―私が伝道弟子・証人となるように。

・証人が立ち上がる時に、災いが終わる。

・未来の災いはレムナントたちが終わらせる



現場地教会（2019 年 4 月 19 日～2020 年 4 月 25 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「伝道弟子を通して神の回復」ゼパニヤ 3:13-20

【讃美】 399 さかえの王にます主の

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ：「サタンを踏み砕く」ローマ 16:20、

「次世代を生かす歩みとなる 30 年」ローマ 16:25-27

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200都市(創世記 41:36－38)
7. 1000大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本 1%福音化(使徒 18:9－10)
12. 世界 237宣教、宣教師(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. いま起きている災いは、神様の子供たちが救われた目的である礼拝
と伝道を失っていることに対する主の裁きの警告であることを信じ

ます。

2. キリストが十字架と復活を通してすべての問題を解決されたこと
を信じて結論を出し、聖霊充満を受けて、現場でキリストの復活を宣

べ伝える残りの者・伝道弟子・復活の証人になりますように。

3. 礼拝を通して、災いを恐れない真の平安を味わいながら伝道に専念
し、神様がくださる回復の祝福を体験できますように。

お知らせ

1. 4/23(木)14:00 東日本神学校入学式

2. 夜間伝道弟子班(5/12-7/7,毎週火曜日夜 2時間)

申し込み:鈴木文牧師

3. 福音宣教教会レムナント大会は延期になりました。

4月 29日はレムナントリーダー修練会が行われます。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


